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伊豆半島ジオパークにおけるESD教育について

画像出典:日本ジオパークネットワークHP

ジオパークの基本理念

地域の持続的な発展を考える必要性
これからの地域を担う人材の育成

新学習指導要領にも明記

ユネスコの基本理念

今の子供たちやこれから誕生する子供たちが，成人
して社会で活躍する頃には，我が国は厳しい挑戦の時
代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少，
グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により，
社会構造や雇用環境は大きく，また急速に変化してお
り，予測が困難な時代となっている。また，急激な少
子高齢化が進む中で

される。

小学校学習指導要領解説「総則編」（平成29年告示）

伊豆半島ジオパークでも
・ESDとジオパーク活動の融合

・

これからの地域を担う人材の育成・

郷里に誇りをもつ子どもの増加

を念頭に教育部会を設立へ



教育部会の構成
構成メンバー １０名

ジオガイド ３名

学校関係者 ２名

大学関係 ３名

教育支援機関 ２名

ESD活動支援センター

ユネスコ・アジア文化
センター（ACCU）



教育部会のこれまでの活動

2017. 2 ESD説明会の開催（小中高職員、教育委員会対象）

2018.11 地域ESD活動推進拠点に登録
2019.11 第１回教育ガイド懇談会の開催

2017. 11 インドの教職員による伊豆半島GP訪問

2020. 3 教職員向けジオ学習テキスト（小中学校向け）作成

2018. 1 伊豆半島ジオパーク教育部会 正式発足

2016. 5 教育連絡会説明会の開催（高校教員対象）

2019.12 ESD推進ネットワーク全国フォーラム（東京）に参加

2017. 7 教育通信第１号 発刊

2018. 5 教育冊子「伊豆半島のひみつ」配布開始

2020. 3 教職員向けジオ学習テキスト（小中学校向け）作成

2017. 7 教育通信第１号 発刊

2018. 5 教育冊子「伊豆半島のひみつ」配布開始



教育部会が中心になり発行したテキスト
ジオパーク教育通信

GP内での教育に関する
取り組みを紹介

伊豆半島のひみつ 教員向けテキスト

構成市町の５年生に配布

マンガで伊豆半島の成り
立ちを学ぶ冊子

小中学校の教員向け

授業でジオ学習を行う際の
ガイドブック



伊豆半島内でのジオ教育活動の歴史
伊豆総合高校（2010～）

松崎高校（2011～）

自然科学部によるジオツアーの実施

生徒会による地域の小学校でのジオ講座

ジオパークについて学ぶ教材の開発

地域住民とジオサイトの保全

ジオサイト紹介パンフの作成

地学基礎の履修による
地域のジオサイトの理解、見学



伊東エリア、西伊豆エリアでのジオ教育

西伊豆エリアでのジオ教育

伊東エリアでのジオ教育

出典:Google Map

事務局が受付し、ジオガイドが中心になって行う

ガイドがカリキュラムを組み、学校と提携



小中学校でのジオ教育を推進するために
伊豆半島内でのジオ教育の現状

沼津市
三島市
熱海市
伊東市
伊豆の国市
伊豆市
下田市

⾧泉町
清水町

東伊豆町

南伊豆町
松崎町
西伊豆町

赤 ･･･ 当初から行われてきた自治体 青 ･･･ 現在活発になってきた自治体

函南町

河津町
伊東市
伊豆の国市
伊豆市
下田市

南伊豆町
松崎町
西伊豆町

函南町

河津町



小中学校での活動事例

年度 2017 2018 2019

実施校の数 27件 29件 30件

旭滝にてフィールドワーク
（伊豆市立天城中）

爪木崎の柱状節理見学
（下田市立大賀茂小）

水理実験モデルでの実習
（伊豆の国市立大仁中）

推進協議会事務局が受け付けた出前教室の件数

活動のまとめ
（下田市立下田中）

年度初めの校⾧会にて、ジオ学習を取り入れるように教育部会として要請



高等学校での活動事例
韮山高校
（１） 理数科課題研究 （２） 駅弁の開発

研究員からの研究活動への指導、助言

画像出典:桃中軒HP

JpGUにてポスター発表
2019 奨励賞受賞
2020 iposterにて発表



高等学校での活動事例
熱海高校

理科課題研究の一環

津波避難路を歩きながら
観光客が逃げやすい場所
を考える

沼津商業高校

情報ビジネス科課題研究
「地域活性化プランを考え、実行する」
地元企業（パン製造会社）とのコラボ
ジオパークの特徴を生かしたパンを考案

パンの試作品完成 ジオサイトにて試食会



高校と地元企業との連携
伊豆箱根鉄道駿豆線 ✖ 地元高校で「ジオトレイン」を運行

第１弾
2019年３月５日～９月30日に運行
韮山高校 写真報道部

第２弾
2019年12月17日～2020年８月４日に運行
伊豆総合高校 写真部

ジオサイトの写真や高校生視点の解説文を
載せた約80枚のポスターを列車内に展示



学校における国際交流
これまでに行われてきた主な国際交流活動
2017年11月 インド教職員招へい

ユネスコ・アジア文化センター主催
ジオパークを利用した教育活動の紹介
授業見学、生徒との交流（伊豆市立天城中学校）

2018年５月 ⾧億高級中学校教育旅行でのジオパーク交流活動
南伊豆町と交流がある台中市（台湾）の教育旅行で松崎高校に立ち寄った際の生徒交流
新名研究員によるジオパーク交流活動

伊豆半島ジオパーク、野柳地質公園の紹介
クイーンズヘッドの保全活動はどのようにして行うかをグループで話し合う

2018年11月 香港の小学校の教育旅行受け入れ
ジオサイト見学 天城中学校との学校交流



西伊豆地区での小中高ジオ学習カリキュラム

西伊豆地区３中学と松崎高校で連携型中高一貫教育を展開

町立の中学校 県立松崎高校

松崎高校への入学生の６～７割が連携中の卒業生
小中学校で行ってきたジオ教育を継続可能

このカリキュラムは、学校や教育委員会
ではなく、地元のジオガイドが作成し、予算措置

まで含めて軌道に乗せている。



西伊豆地区での小中高ジオ学習カリキュラム
松崎高での活動例（総合的な探究の時間「西豆学」）

連携中

「西豆学」

そのほかの
中学校

総合的な
学習の時間

地域の自然について

学ぼう!!

地域にはどんな産業が

あるんだろう?

松崎町特産の
栄久ポンカンを

地域おこしに使え
ないかな?

南伊豆町での

ウミガメの産卵が

これからも続くよう
にしたい!

中学校までに習ったことを
発展させて地域に発信



西伊豆地区での小中高ジオ学習カリキュラム
昨年度の「西豆学」合同発表会

毎年１月に
連携３中学全生徒
松崎高校１年生

が集まり、成果を発表



新型コロナウイルス対応を踏まえたジオ教育
新型コロナウイルスへの対応のため

バス移動が難しい

授業時間の確保

これらの問題を解決するために
授業内にてジオ学習を行える方法を考案

ジオリア

大室山

堂ヶ島

学校



今後の活動に向けて

・小中学校でのジオ教育のすそ野の拡大
これからのジオ教育の拡大に向けて以下のことを計画中

小中学校でのジオ教育が行われていないところへのアプローチ
PR活動や教材の開発

・事務局からジオガイド協会へ
推進協議会事務局が行っている教育に関する部分をジオガイド協会へ委託
小中学校での活動をジオガイドが担えるシステムづくり

・教育ガイドの養成
子どもを相手にする場合、通常ツアーとは違うスキルが必要
学校教育を行うことができる教育ジオガイドの養成


